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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

小
児
の
歯
科
治
療

仲
野
道
代（
岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学　
　
　

総
合
研
究
科
小
児
歯
科
学
分
野
教
授

）

日
時　

10
月
14
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
千
円　
　

対
象　

会
員
本
人
に
限
る

定
員　

１
０
０
人

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
７
年
８
月
版
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
』

講
習
会

　

２
０
１
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
で
新
設
さ
れ
た
「
か
か

り
つ
け
歯
科
医
機
能
強
化
型

歯
科
診
療
所
」（
か
強
診
）

の
届
出
医
療
機
関
数
が
６
月

１
日
時
点
で
７
２
６
９
医
院

に
上
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

全
歯
科
医
療
機
関
に
占
め
る

届
出
割
合
は
10
・
５
％
だ
っ

た
。
日
本
歯
科
総
合
研
究
機

構
が
ま
と
め
た
。

　

都
道
府
県
別
の
届
出
状
況

を
み
る
と
、
大
阪
が
最
多
の

６
３
４
件
で
、
東
京
５
５
９

件
、
神
奈
川
５
１
８
件
と
続

く
。
割
合
で
は
、
徳
島
24
・

２
％
、
長
野
23
・
３
％
、
山

形
・
島
根
22
・
６
％
と
上
位

を
占
め
た
。
大
阪
は
11
・
４

％
だ
っ
た
。

上：難波橋の石造りのライオン像
下： 江戸時代の難波橋。天神祭りの様子が描かれて

いる（摂津名所図会）

９ 月 度 生 涯
研修講座抄録

に
始
ま
り
咬
合
誘
導
、
外
科

処
置
そ
し
て
外
傷
と
い
っ
た

様
々
な
こ
と
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

小
児
期
に
お
い
て
咬
合
管

理
は
重
要
で
あ
り
、
乳
歯
列

期
で
は
齲
蝕
の
予
防
と
治
療

が
基
本
と
な
り
、
機
能
性
交

叉
咬
合
の
修
正
の
た
め
の
咬

合
誘
導
、
不
良
習
癖
の
是

正
、
過
剰
歯
の
発
見
が
重
要

と
さ
れ
、
混
合
歯
列
期
で
は

萌
出
時
期
と
順
序
の
把
握
、

異
所
萌
出
の
管
理
が
必
要
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
問
題
を
早
期
に
解
決
す
る

こ
と
に
よ
り
、
将
来
、
複
雑

な
治
療
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
外
傷
に

お
い
て
は
、
受
傷
時
か
ら
処

置
を
開
始
す
る
ま
で
の
時
間

が
予
後
に
大
き
く
影
響
す
る

と
と
も
に
、
最
初
に
受
け
た

処
置
が
そ
の
歯
の
予
後
を
決

め
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

　

本
講
演
で
は
、
私
自
身
が

日
常
の
診
療
で
頻
繁
に
遭
遇

す
る
小
児
の
症
例
へ
の
対
応

法
を
は
じ
め
、
小
児
の
歯
科

治
療
に
お
け
る
重
要
ポ
イ
ン

ト
と
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お

い
て
留
意
す
る
点
に
つ
い
て

お
話
し
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

 

（
下
記『
行
事
案
内
』参
照
）

　

全
て
の
労
働
を
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
が
こ
な
せ
る
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
、
東
京

大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

の
松
尾
豊
准
教
授
は
「
こ
れ

ま
で
は
難
し
か
っ
た
建
設
や

農
業
、
調
理
な
ど
の
職
場
に

も
ロ
ボ
ッ
ト
が
入
っ
て
く

る
」
と
予
測
す
る
。

　

そ
の
鍵
を
握
る
の
が
、
松

尾
氏
が
日
本
で
の
研
究
を
け

ん
引
す
る
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ

ン
グ
だ
。「
生
物
に
例
え
る

な
ら
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン

グ
は
眼
の
獲
得
に
匹
敵
す
る

出
来
事
。
眼
は
生
物
の
多
様

な
進
化
を
促
し
た
が
、
そ
れ

（
大
正
４
年
・
１
９
１
５
年

架
橋
）
の
シ
ン
ボ
ル
だ
が
、

一
方
、
江
戸
時
代
の
難
波
橋

の
名
物
と
い
え
ば
納
涼
で
あ

っ
た
。
夕
涼
み
に
難
波
橋
の

上
か
ら
花
火
を
見
物
し
た

　

今
年
の
夏
も
大
阪
は
暑
か

っ
た
。

　

で
も
、
昔
は
き
っ
と
涼
し

か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
思
っ

て
85
年
前
の
随
筆
集
を
ひ
も

と
く
と
、
北
浜
と
西
天
満
を

結
ぶ
難
波
橋
で
の
こ
ん
な
出

年
）
に
刊
行
し
た
『
近
代
大

阪
』
に
書
い
た
文
章
で
あ

る
。
こ
の
年
の
最
高
気
温
を

調
べ
て
み
る
と
、
８
月
初
旬

に
記
録
し
た
35
・
５
度
で
あ

っ
た
。
こ
れ
で
は
、
現
在
と

余
り
変
わ
ら
な
い
で
は
な
い

か
。

　

し
か
し
、
北
尾
の
随
筆

は
、
続
け
て
こ
の
よ
う
に
書

く
。「
橋
の
袂
た
も
とに

う
ず
く
ま

る
石
造
の
ラ
イ
オ
ン
と
と
も

に
、
難
波
橋
の
名
物
で
あ
っ

た
夕
涼
み
は
滅
亡
し
た
」。

　

有
名
な
石
造
り
の
ラ
イ
オ

ン
像
は
、
近
代
の
難
波
橋

来
事
が
書
い
て
あ
っ
た
。

　

「
夏
の
夕
暮
は
東
か
ら
望

む
と
、
太
陽
が
、
ち
ょ
う
ど

公
会
堂
の
屋
根
の
向
う
に
落

ち
込
ん
で
ゆ
く
。（
中
略
）
そ

ん
な
と
き
、
何
か
し
ら
ゆ
っ

た
り
し
た
気
も
ち
で
、
う
っ

か
り
難
波
橋
の
橋
欄
に
で
も

寄
り
か
か
っ
て
み
た
ま
え
。

そ
れ
こ
そ
、
皮
膚
を
焼
く
よ

う
な
す
さ
ま
じ
い
熱
気
に
と

び
上
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の

熱
さ
は
夜
に
入
っ
て
も
な
か

な
か
に
さ
め
切
ら
な
い
」。

　

戦
前
の
大
阪
毎
日
新
聞
記

者
で
写
真
家
の
北
尾
鐐
之
助

が
、
昭
和
７
年
（
１
９
３
２

り
、
川
に
遊
山
船
を
浮
か
べ

た
り
し
た
。
船
に
は
物
売
り

船
も
漕
ぎ
よ
っ
て
来
て
、
風

流
こ
の
上
な
か
っ
た
。

涼
し
さ
や
長
か
れ
と
思
ふ
難

波
橋 

我
黒

　

気
分
よ
く
夕
涼
み
し
な
が

ら
難
波
橋
を
渡
っ
て
い
る

と
、
も
う
向
こ
う
岸
に
着
き

か
け
て
い
る
。
も
っ
と
橋
が

長
か
っ
た
ら
涼
し
い
の
に
！

　

と
い
う
素
直
な
感
想
。

夏
近
し
船
か
ら
船
に
う
つ
る

客 

春
翠

　

川
面
に
浮
か
べ
た
船
の
上

も
ま
た
涼
し
い
。
酔
い
に
任

せ
て
か
、
こ
ち
ら
の
船
か
ら

あ
ち
ら
の
船
へ
乗
り
移
る
つ

わ
も
の
も
い
た
よ
う
だ
。

　

近
年
、
難
波
橋
の
近
く
に

川
を
臨
む
テ
ラ
ス
の
あ
る
カ

フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
が
オ
ー

プ
ン
し
た
の
で
、
現
代
の
夕

涼
み
と
洒
落
込
む
こ
と
が
で

き
る
。

（
大
阪
市
博
物
館
協
会
学
芸

員
・
船
越
幹
央
）

と
同
様
の
こ
と
が
Ａ
Ｉ
と
ロ

ボ
ッ
ト
に
も
発
生
す
る
か
ら

だ
」
と
い
う
。

　

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は

大
量
の
デ
ー
タ
（
テ
キ
ス
ト

や
画
像
な
ど
）
の
学
習
に
よ

り
、
す
ぐ
れ
た
認
識
能
力
を

獲
得
で
き
る
。
従
来
の
Ａ
Ｉ

で
は
難
し
か
っ
た
猫
と
犬
の

区
別
、
リ
ン
ゴ
と
ナ
シ
の
区

別
も
可
能
だ
。
イ
メ
ー
ジ
セ

ン
サ
ー
と
組
み
合
わ
せ
れ

ば
、
機
械
は
眼
を
持
つ
こ
と

に
な
る
、
と
い
う
理
屈
だ
。

　

例
え
ば
ト
マ
ト
の
収
穫
。

一
つ
ひ
と
つ
を
人
間
が
目
視

し
な
が
ら
作
業
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
自
動

化
は
難
し
か
っ
た
が
、
ト
マ

ト
認
識
を
学
習
済
み
の
Ａ
Ｉ

ロ
ボ
ッ
ト
を
入
れ
れ
ば
、
人

手
は
不
要
だ
。
こ
う
し
た
こ

と
が
あ
ら
ゆ
る
産
業
で
発
生

す
る
と
い
う
。

　

 

「
少
子
高
齢
化
で
進
む
労

働
力
不
足
へ
の
解
決
策
に
な

り
得
る
。
も
の
づ
く
り
と
の

相
性
が
よ
く
、
日
本
の
強
み

を
生
か
せ
る
。
後
継
者
不
足

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
熟
練

工
の
技
術
継
承
も
可
能
だ
」。

松
尾
氏
は
明
る
い
未
来
像
を

描
い
て
い
る
。

　

小
児
の
歯
科
治
療
で
は
、

乳
児
期
、
幼
児
期
、
そ
し
て

学
童
期
と
成
長
し
て
い
く
中

で
、
そ
の
患
者
に
と
っ
て
必

要
な
こ
と
を
適
切
な
時
期
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

治
療
が
必
要
と
い
う
診
断
に

至
っ
た
際
に
は
、
患
児
の
年

齢
と
歯
列
の
状
態
を
考
慮
し

な
が
ら
治
療
法
を
選
択
す
る

必
要
が
あ
る
。
一
方
で
、
特

に
局
所
麻
酔
が
必
要
と
な
る

症
例
な
ど
で
は
、
子
ど
も
の

治
療
に
対
す
る
協
力
度
に
よ

っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
る

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
健
全
な
永
久
歯
列
の
育

成
の
た
め
に
は
、
齲
蝕
治
療

機
械
が
「
眼
」
を
獲
得

か
強
診
の
届
出

７
２
６
９
医
院

６
月
１
日
時
点

人工知能の未来３

どうなるどうなる

第６回　難波橋

浪
花～駅名となった橋～～駅名となった橋～
八百八橋物語八百八橋物語

夕
涼
み
の
名
所
も
今
は
灼
熱

日
時　

９
月
２
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル 　

 

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

黒
崎
伸
子
氏
（
国
境
な
き
医
師
団
日
本
前
会
長
・
外

科
医
）　
　

会
費　

無
料

国
境
な
き
医
師
団　

黒
崎
伸
子
先
生
が
語
る
い
の
ち

の
話
、
世
界
の
話

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

日
時　

９
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

50
人

講
師　

宇
治
田
竜
一
氏
（
大
阪
市
中
央
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

手
軽
に
市
販
の
機
材
で
、
明
日
か
ら
始
め
る
口
腔
内

カ
ラ
ー
写
真
撮
影

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
習
会

日
時　

10
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

ス
タ
ッ
フ
雇
用
に
必
要
な
給
与
計
算
の
ポ
イ
ン
ト

雇
用
管
理
対
策
講
習
会

日
時　

９
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

仲
野
道
代
氏
（
岡
山
大
学
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
小

児
歯
科
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

小
児
の
歯
科
治
療

９
月
度
生
涯
研
修

日
時　

９
月
14
日
（
木
）
午
後
８
時
〜
10
時

会
場　

 

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル 

エ
ア
ポ
ー
ト
イ
ン
プ
リ
ン
ス
２
階

（
南
海
本
線
「
泉
佐
野
」
駅
徒
歩
３
分
）　

講
師　

中
島
康
氏
（
高
石
市
開
業
） 　

 

定
員　

40
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
ト
ラ
ブ
ル

泉
州
地
区
講
習
会

日
時　

９
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

集
合　

午
前
９
時
15
分
に
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
の
中
央
改
札
前
に
集
合

会
費　

会
員
、
家
族
・
従
業
員
無
料

定
員　

30
人
（
要
事
前
申
込
、
先
着
順
）

※
「
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
」
の
試
飲
が
で
き
ま
す

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
吹
田
工
場
見
学

北
大
阪
地
区


